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令
和
３
年
度 

春
季
地
区

懇
談
会
が
、
４
月
23
・
27
日

の
２
日
間
、２
会
場
（
幌
呂
・

白
糠
）で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
方
に
は
、

時
期
的
に
農
作
業
等
で
大
変

お
忙
し
い
中
、
ま
た
コ
ロ
ナ

禍
に
お
け
る
感
染
拡
大
が
心

配
さ
れ
る
中
ご
出
席
頂
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

懇
談
事
項
と
し
て
、
最
近

の
酪
農
・
畜
産
情
勢
等
、
令

和
２
年
度
事
業
報
告
及
び
決

算
承
認
等
に
つ
い
て
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

出
席
し
た
組
合
員
の
皆
様

方
か
ら
は
、
各
部
門
に
お
け

る
持
続
可
能
な
事
業
運
営
方

針
や
今
後
の
酪
農
経
営
の
維

持
・
発
展
に
向
け
た
取
り
組

み
等
に
対
し
、
具
体
的
な
質

問
・
意
見
・
要
望
等
が
数
多

く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
、
組
合
員
の
皆
様
方

か
ら
出
さ
れ
た
質
問
・
意
見
・

要
望
等
は
今
後
の
事
業
運
営

に
活
か
し
て
参
り
ま
す
。

令和３年度　春 季 地 区 懇 談 会
～ 建設的な意見・要望などが数多く出されました ～

白 糠 会 場

白 糠 会 場

幌 呂 会 場
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４
月
20
日
、
鶴
居
事
務

所
で
令
和
３
年
度
釧
路
丹

頂
農
協
農
作
業
安
全
祈
願

祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

千
葉
専
務
を
は
じ
め
、

幌
呂
大
型
機
械
利
用
組
合 

大
硲
晋
二
組
合
長
等
各
関

係
団
体
の
代
表
者
が
出
席

し
、
玉
串
奉
奠
等
の
神
事

を
執
り
行
な
い
ま
し
た
。

　

白
木
常
務
が
「
交
通
事

故
並
び
に
農
作
業
事
故
撲

滅
宣
言
」
を
、
釧
路
丹
頂

農
協
酪
農
振
興
会 

藤
澤 

誠
副
会
長
が
「
交
通
安
全

宣
言
」を
行
な
い
ま
し
た
。

　

釧
路
地
区
農
協
青
年
部
協

議
会
は
、
こ
の
春
、
新
１
年

生
と
な
っ
た
釧
路
管
内
57
校

の
小
学
生
約
１
８
０
０
名
に

対
し
オ
リ
ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、
對
木
賢
雅

会
長
は
白
糠
の
各
小
学
校
等

を
訪
れ
、
マ
ス
ク
の
活
用
を

お
願
い
し
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
が
デ
ザ
イ
ン

し
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
特

徴
で
あ
る
白
と
黒
の
斑
紋
柄

を
印
刷
し
た
「
牛
柄
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
マ
ス
ク
」
と
「
ミ
ル

ク
ラ
ン
ド
北
海
道
の
ロ
ゴ
入

り
マ
ス
ク
」
そ
し
て
「
外
し

た
マ
ス
ク
を
保
管
す
る
抗
菌

加
工
さ
れ
た
専
用
ケ
ー
ス
」

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　

對
木
会
長
は
、『
こ
の
コ

ロ
ナ
禍
で
活
動
が
制
限
さ
れ

る
中
、
子
供
達
に
「
食
の
大

切
さ
」「
地
元
の
農
業
」
な

ど
に
つ
い
て
親
し
み
を
持
っ

て
頂
き
、
生
産
者
及
び
青
年

部
に
つ
い
て
少
し
で
も
知
っ

て
も
ら
い
た
く
実
施
し
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
牛
柄
の
マ
ス

ク
を
着
け
た
１
年
生
の
歩
く

姿
が
楽
し
み
で
す
。』
と
述

べ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

千
葉
専
務
は
、「
昨
年

も
当
Ｊ
Ａ
管
轄
に
お
い
て

交
通
事
故
は
発
生
し
て
お

り
ま
す
。
搾
乳
中
の
事
故

も
多
く
、
規
模
拡
大
・
機

械
化
が
進
み
毎
日
多
忙
の

中
、
高
年
齢
化
も
大
き
な

要
因
で
す
。

　

ど
う
か
皆
様
も
初
歩
的

な
ミ
ス
や
牛
と
の
接
触
事

故
等
に
も
十
分
注
意
頂

き
、
農
作
業
事
故
・
交
通

事
故
撲
滅
に
努
め
て
参
り

ま
し
ょ
う
。」
と
締
め
く

く
り
ま
し
た
。

「 農 作 業 安 全 祈 願 祭 」開 催

釧路管内の新小学生へ「牛柄マスク」をプレゼント!!

～ 交 通 事 故 並 び に 農 作 業 事 故 撲 滅 を 祈 願 !! ～

～ 釧 路 地 区 農 協 青 年 部 協 議 会～

千葉専務

白木常務による
「事故撲滅宣言」

マスクを受け取る白糠茶路小中学校
小林校長先生（右）と對木会長

「
牛
柄
マ
ス
ク
セ
ッ
ト
」

玉串奉奠

藤澤副会長による
「交通安全宣言」
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釧路丹頂農協女性部 通常総会

釧路丹頂農協乳牛改良同志会 定期総会

後列左から、山崎理事、長尾理事、菅原監事、吉田監事、岩田理事、
　　　　　　武藤佳子理事、高原理事、遠藤理事
前列左から、水本副部長、武藤和江副部長、成田部長、渋谷副部長

　

３
月
22
日
、
幌
呂
事
務
所
で

第
15
回
釧
路
丹
頂
農
協
女
性
部

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
武
藤
和
江
部

長
は
、「
昨
年
か
ら
続
く
コ
ロ

ナ
禍
は
、
私
達
の
生
活
に
様
々

な
影
響
を
与
え
て
お
り
ま
す

が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
女
性

部
活
動
を
進
め
て
こ
れ
ま
し
た

の
は
、
何
よ
り
も
部
員
の
皆
様

の
ご
協
力
、
そ
し
て
家
族
の
理

解
、
事
務
局
サ
イ
ド
の
サ
ポ
ー

ト
等
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
で
あ

り
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
皆

様
方
か
ら
の
ご
指
導
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
白
糠
支
部
の
五
十

嵐 
恵
さ
ん
が
務
め
、
令
和
２

年
度
事
業
報
告
並
び
に
収
支
決

算
、令
和
３
年
度
事
業
計
画
他
、

全
議
案
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
部
長
に

成
田
洋
子
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、

新
体
制
は
上
記
の
と
お
り
決
定

し
、
総
会
は
滞
り
な
く
終
了
致

し
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
、
幌
呂
事
務
所
で
第

15
回
釧
路
丹
頂
農
協
乳
牛
改
良
同

志
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

開
催
に
あ
た
り
林 

稔
幸
会
長

は
、「
本
年
も
昨
年
同
様
コ
ロ
ナ

対
策
に
よ
り
書
面
議
決
で
の
総
会

と
な
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の
影
響

で
、
ま
だ
ま
だ
先
が
見
え
な
い
状

況
で
す
が
部
員
の
皆
様
方
と
協
力

し
活
動
し
て
参
り
た
く
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
西
部
支
部
の
對
木
賢

雅
さ
ん
が
務
め
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
他
に
つ
い
て
書

面
議
決
等
に
よ
り
全
議
案
承
認
さ

れ
総
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

ＪＡ女性部新役員
部　長 成　田　洋　子 音　別

副部長 水　本　梨　佳 鶴　居

〃 武　藤　和　江 幌　呂

〃 渋　谷　幸　子 白　糠

理　事 長　尾　朋　子 鶴　居

〃 遠　藤　弥　生 鶴　居

〃 武　藤　桂　子 幌　呂

〃 高　原　ともえ 白　糠

〃 岩　田　登美子 白　糠

〃 山　崎　雅　江 音　別

監　事 吉　田　由紀子 幌　呂

〃 菅　原　晴　美 音　別

林 会 長

3



釧路丹頂農協青年部 通常総会

釧路丹頂農協酪農振興会 通常総会

伊深副部長、菱沼部長、増田副部長、對木理事
　

３
月
24
日
、
幌
呂
事
務
所
で
第
15

回
釧
路
丹
頂
農
協
青
年
部
通
常
総
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
下
雅
幸
部
長
は
、「
昨
年
は
、

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
様
々
な
事
業
が
中

止
・
自
粛
と
な
り
ま
し
た
が
、
出
来

る
事
を
模
索
し
、
６
月
に
女
性
部
と

合
同
で
地
元
小
中
学
校
へ
ヨ
ー
グ
ル

ト
の
無
償
提
供
を
実
施
し
喜
ん
で
も

ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

生
乳
生
産
に
関
し
て
も
先
行
き
は

非
常
に
不
透
明
で
は
あ
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
な
ど
を

通
じ
て
様
々
な
政
策
提
言
を
行
な
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
部
員
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま

す
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
鶴
居
支
部
の
佐
藤
幸
一

さ
ん
が
務
め
、
令
和
２
年
度
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和
３
年
度

事
業
計
画
他
、
全
議
案
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

役
員
選
任
で
は
、
新
部
長
に
菱
沼

恭
平
さ
ん
が
選
任
さ
れ
、
新
体
制
は

上
記
の
と
お
り
決
定
し
、
総
会
は
終

了
致
し
ま
し
た
。

　

４
月
14
日
、
鶴
居
事
務
所
で
第

16
回
釧
路
丹
頂
農
協
酪
農
振
興
会

通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
對
木
隆
司
会
長

は
、「
今
な
お
コ
ロ
ナ
が
終
息
し

て
お
ら
ず
昨
年
に
引
き
続
き
書
面

議
決
で
の
総
会
と
な
り
ま
し
た

が
、
皆
様
方
の
意
見
等
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
参
り
た
く
ご
協
力
の

程
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

議
長
は
、
音
別
支
部
の
佐
藤
一

哉
さ
ん
が
務
め
、
令
和
２
年
度
事

業
報
告
並
び
に
収
支
決
算
、
令
和

３
年
度
事
業
計
画
他
に
つ
い
て
書

面
議
決
等
に
よ
り
全
議
案
承
認
さ

れ
総
会
は
終
了
致
し
ま
し
た
。

ＪＡ青年部新役員
部　長 菱　沼　恭　平 鶴　居

副部長 増　田　一　真 鶴　居

〃 伊　深　祐　樹 音　白

理　事 武　藤　　　潤 鶴　居

〃 對　木　賢　雅 音　白

〃 照　井　　　優 音　白

監　事 北　村　澄　男 鶴　居

〃 大　坂　隼　人 音　白

對木会長
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農家経済４Ｋプロジェクトより

　本年４月から、牛群検定（乳検）の分析項目に追加されました脂肪酸組成データについて紹介します。

生乳中に含まれている脂肪酸の中で、ここ数年注目を集めているのが、デノボ脂肪酸です。同成分の割

合がルーメン（第一胃）の状態と密接に関わることが分かっており、乳牛の健康状態を示すバロメーター

の一つとして活用できます。

　脂肪酸は脂質の主要な構成成分で、デノボＦＡとプレフォームＦＡ、デノボＭｉｌｋの３つに分類されます。

生乳中におけるデノボの割合。ルーメン活動より得た脂肪酸（乳脂肪の原料）の割合。
0.9％以上を目安とします。

脂肪中におけるデノボの割合。ルーメンの健康状況の指標となり、デノボ Milk とのバランスに注意。
28％以上を目安とします。

脂肪中におけるプレフォームの割合。濃厚飼料や体脂肪動員から得た脂肪酸の割合を示します。
40％以下を目安とします。

① 北海道内で地域差（粗飼料基盤）はありません　⇒　酪農家個々の飼養管理
② 飼養形態（繋ぎ、FS、ロボットなど）で違いはありません　⇒　酪農家個々の飼養管理
③ 泌乳初期は低めです　⇒　分娩後の体脂肪動員
④ 夏期間は低めです　⇒　暑熱による食い込み不足
⑤ 乳成分（乳脂率、たんぱく質率）と「正の相関」があります　⇒　デノボを高めることで乳成分は↑

デノボ Milk（％） ルーメンの発酵性を反映します

デノボ FA（％） ルーメン微生物の活動状態を反映します

プレフォーム FA（％） プレフォーム脂肪酸は、体脂肪と飼料由来です

デノボの特徴は？ 脂肪酸は、特にデノボに注目しましょう

生産者向け情報生産者向け情報農家経済４Ｋプロジェクトより

※
集
乳
旬
報
に
「
デ
ノ
ボ
M
i
l
k
」、「
デ
ノ
ボ
F
A
」、

　「プ
レ
フ
ォ
ー
ム
F
A
」
の
検
査
項
目
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

ここに
注目
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※毎月の「検定日成績速報」にて牛群（個体）の検査結果が確認できます。

※新たなデータをヒントに、不健康な牛を抽出し、飼料設計や飼養環境の見直しの参考にして
ください。

※「集乳旬報」に記載されている他に、詳しい情報については「牛群検定Web システム DL」で
確認できますので、ぜひご活用ください。

個体牛での着眼と解決法
　現場で確認すると、５パターンに傾向が分かれる。
１．分娩後１か月以内のプレフォームが高い牛は、肥り過ぎによるルーメンの動きが鈍く、乾物
摂取量不足で体脂肪を動員している。

２．泌乳初期のデノボが低い牛は、周産期病などで体調が回復できず、泌乳ピークに達するに
も関わらず摂取量が追いつかず残食量は多い。

３．乳期に関係なくデノボの低い牛が点在する場合、肢蹄の悪化で寝起きの回数が少なく、固
め喰いや選び喰いが行われている。

４．群全体のプレフォームが高い場合、暑熱や寒冷対策が十分でないか不飽和脂肪酸を多く含
む副産物や高油脂製剤を給与している。

５．群全体のデノボ脂肪酸が低くバラツク場合、粗飼料の品質が悪い、給与技術が低い、飼料
スペースが確保されない…、十分に喰い込めていない。

速報データを活用し、牛の状態に合わせて早期対応！
検定日速報に脂肪酸組成のデノボ FAとプレフォーム FAが追加されます（乳成分速報も同様）。
速報の結果は、メール・FAXでフィードバックされます。

検定日速報で確認しよう！

検定日成績速報

［分娩後60日以内］ ※1 ※2 ※3

※1 ※2 ※3

※1：デノボ注意牛頭数
※2：プレフォーム注意牛頭数
※3：BHB注意牛頭数

検定日
　2020年 ７ 月 　 日

脂肪酸組成
デノボFA

＊＊20
プレフォームFA

　  21

●デノボFA
＊＊：22％未満（分娩後60日以内）
＊：28％未満（分娩後61日以上）

●プレフォームFA
＊＊：50％以上（分娩後60日以内）
＊：40％以上（分娩後61日以上）

アスタリスク付の牛に要注意！

個体識別番号

参考値
初産
２度

３度以上
平均

（合計110類 3303.2㎏（合計110類 3303.2㎏ 搾乳平均日数　94日搾乳平均日数　94日 乳脂率 1類 1％　無脂固形率 0類 0％乳脂率 1類 1％　無脂固形率 0類 0％

0000025910
0000025930
0000025940
0000025950
0000025970
0000026190
0000026210
0000026220
0000026240

2591
2593
2594
2595
2597
2619
2621
2622
2624

41.2
29.8
36.9
33.8
38.9
30.7
42.2
38.3

41.3
34.2
32.1
36.3
42.6

45.7
42.5

61
49
13
55
53

132
31

73
22
20

137
44

136
** 651

29

3.40
4.81
4.43
4.33
3.50
4.22
3.52
3.81

35
32
25
12
31
21
32
25

0.01
0.00
0.00
0.00
0.00
0.04
0.01
0.00

3.43
4.59
4.11
4.18
3.68

3.87
4.30

34
31

* 24
* 11

30
**20

31
* 24

35.9
30.9
36.5
34.6

38.2
35.4
36.6
37.5

188
301
711
344

196
554
671
408

3.93
4.16
3.98
4.00

2

2

3.94
4.09
3.97
3.99

1
1
3
5

174
195
201
204
219
45

106
70

1
1
1
1
1
1
1
1

牛
コード

分娩
後

日数

検定結果 乳成分検査結果
乳量 乳脂率 脂肪酸組成体細胞数（千）

今月 今月 今月 デノボFA プレフォームFA前月 前月 前月 BHB

産 

次

減類数 乳量 9類 8％減類数 乳量 9類 8％

乳脂率・脂肪酸・BHBを併せて確認!
より深く牛の健康状態を把握できます!

ポイント！
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより
　

育
成
牛
は
分
娩
し
て
乳
生
産
す
る

こ
と
で
、
農
場
に
利
益
を
も
た
ら
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
初
産
分
娩
月
齢

が
遅
れ
る
と
、
飼
料
費
が
増
え
余
計

な
労
力
も
か
か
り
ま
す
。

　

酪
農
経
営
安
定
の
た
め
に
も
、
初

産
分
娩
月
齢
を
短
縮
す
る
飼
養
管
理

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

一　

授
精
開
始
の
目
安

　

育
成
牛
の
授
精
を
開
始
す
る
際
は
、

次
の
３
点
の
順
に
確
認
し
て
授
精
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

①
周
期
的
な
発
情
が
来
て
い
る
か

　

出
生
後
初
め
て
の
発
情
は
概
ね
８

～
10
ヵ
月
齢
で
来
ま
す
。
ま
た
、
発

情
周
期
は
経
産
牛
よ
り
短
い
傾
向
が

あ
り
ま
す
。

　

し
っ
か
り
発
情
周
期
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
体
格
が
授
精
基
準
に
達
し
て
い
る
か

　

一
般
的
な
授
精
開
始
基
準
は
体
高

１
２
５
㎝
、
体
重
３
５
０
㎏
程
度
が

目
標
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

体
重
の
確
認
は
難
し
い
で
す
が
、

体
高
は
安
易
に
確
認
で
き
ま
す
。
確

認
し
て
授
精
を
行
い
ま
し
ょ
う
（
写

真
）。

　

体
格
が
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

場
合
の
早
期
授
精
は
、
分
娩
事
故
に

つ
な
が
る
の
で
控
え
ま
し
ょ
う
。

③
目
標
と
す
る
初
産
分
娩
月
齢
に
対

　

す
る
授
精
月
齢
で
あ
る
か

　

24
ヵ
月
齢
分
娩
を
目
指
す
場
合
、

15
ヵ
月
齢
で
受
胎
し
て
い
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
仮
に
、
平
均
授
精
回
数

が
1.5
回
だ
と
す
る
と
、
14
ヵ
月
齢
か

ら
授
精
を
開
始
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

目
標
と
す
る
初
産
分
娩
月
齢
を
決

め
て
、
授
精
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

二　

３
ヵ
月
齢
か
ら
の
栄
養
管
理

　

日
増
体
量
0.8
～
0.9
㎏
設
定
の
飼
料

給
与
が
出
来
れ
ば
、
体
格
は
14
ヵ
月

齢
で
授
精
基
準
に
達
し
ま
す
。
各
時

期
の
給
与
飼
料
の
目
安
は
表
１
の
通

り
で
す
。

　

ど
の
時
期
も
、
良
質
な
粗
飼
料
を

し
っ
か
り
食
い
込
ま
せ
、
育
成
配
合

飼
料
２
～
３
㎏
が
当
た
っ
て
い
れ
ば
、

目
安
の
栄
養
は
満
た
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
３
ヵ
月
齢
か
ら
６
ヵ
月

齢
ま
で
に
過
肥
に
す
る
と
、
乳
腺
に

脂
肪
が
付
着
す
る
要
因
と
な
る
の
で

注
意
が
必
要
で
す
。

　

飼
料
設
計
を
し
て
み
た
い
方
は
、

お
気
軽
に
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

三　

理
想
的
な
飼
養
環
境

　

エ
サ
を
食
い
込
ま
せ
る
た
め
に
は
、

「
食
べ
ら
れ
る
環
境
」
を
作
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

●
掃
除

　

飼
槽
や
給
水
器
は
こ
ま
め
に
掃
除

し
、
常
に
新
鮮
な
も
の
が
あ
た
る
よ

う
に
意
識
し
ま
し
ょ
う
。

　

飼
槽
は
、
頻
繁
に
エ
サ
の
掃
き
寄

せ
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

●
寝
床
面
積

　

育
成
牛
の
飼
養
施
設
は
農
場
に

よ
っ
て
様
々
で
す
が
、
過
密
や
敷
料

不
足
で
の
飼
養
は
横
臥
時
間
を
十
分

確
保
で
き
な
か
っ
た
り
、
牛
体
の
汚

れ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

フ
リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
の
場
合
、
一

頭
あ
た
り
の
寝
床
面
積
に
も
注
意
し

ま
し
ょ
う
（
表
２
）。

●
群
分
け

　

授
精
適
期
の
育
成
牛
を
ま
と
め
た

群
を
作
る
こ
と
で
、
発
情
発
見
が
し

や
す
く
な
り
、
適
期
授
精
に
つ
な
が

り
ま
す
。
ま
た
、
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

行
動
が
観
察
し
や
す
い
パ
ド
ッ
ク
な

ど
、
運
動
で
き
る
場
所
の
確
保
も
重

要
で
す
。

四　

最
後
に

　

育
成
牛
は
農
場
の
今
後
を
担
う
大

切
な
存
在
で
す
。
毎
日
観
察
し
、
初

産
分
娩
月
齢
の
短
縮
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
。�

（
令
和
３
年
３
月
作
成
）

　
　

  

普
及
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

　
　
　
　
　

  

は
こ
ち
ら
→

初
産
分
娩
月
齢
の
短
縮
を

　
　
　
　
　
　
　
目
指
そ
う

月齢 CP
（%）

TDN
（%）

３～６ 16 68

６～
受胎 14～15 65

受胎～
分娩 13～14 65

月齢 寝床面積
（㎡/頭）

3～5 2.6
6～8 2.4
  9～12 2.6
13～15 3.0
16～24 3.7

写真　柱に目印を付け、
　　　発育を確認　　　

（�出典：ライフステージで見
る牛の管理）

（�除糞・採食通路は除く）
（�出典：MWPSフリースト
ール牛舎ハンドブック）

表１ 給与飼料の目安

表２ １頭あたり
　　 寝床面積
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ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
●
島
村
菜
津

　
「
隣
人
祭
り
と
い
う
の
は
ね
、
昔
、
パ

リ
の
ア
パ
ー
ト
で
１
人
の
女
性
が
孤
独
死

し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、住
民
た
ち
が
、

ア
パ
ー
ト
の
中
庭
に
集
ま
っ
て
、
お
互
い

の
こ
と
を
も
っ
と
知
る
た
め
に
食
事
会
を

始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
っ
て
。
い
い

名
前
よ
ね
」

　

そ
う
教
え
て
く
れ
た
の
は
、
埼
玉
県
小

川
町
の
「
霜
里
農
場
」
の
金
子
友
子
さ
ん

で
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

し
て
も
大
勢
の
人
を
集
め
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
な
ら
ば
、
こ
の
機
会
に
知
っ
て

い
る
よ
う
で
案
外
と
知
ら
な
い
、
地
域
の

住
民
の
親
睦
を
深
め
る
の
は
ど
う
か
。
ス

ト
レ
ス
の
た
ま
る
子
育
て
世
代
に
も
何
か

サ
プ
ラ
イ
ズ
が
欲
し
い
ね
。と
い
う
の
で
、

分
校
の
校
庭
で
、
２
０
１
９
年
11
月
3 

日
、
こ
ぢ
ん
ま
り
と
企
画
さ
れ
た
の
が
、

「
小
川
町
隣
人
祭
り
」
で
し
た
。

　
「
霜
里
農
場
」
の
代
表
で
、
小
川
町
で

20
年
間
、
町
議
会
議
員
を
務
め
な
が
ら
、

多
く
の
研
修
生
を
育
て
て
き
た
金
子
美
登

さ
ん
、『
コ
ロ
ナ
時
代
の
食
と
農
』（
新
宿

書
房
）
を
書
き
上
げ
た
ば
か
り
の
吉
田
太

郎
さ
ん
と
対
談
を
し
て
ほ
し
い
と
声
が
掛

か
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
祭
り
の
主
役
は
、
子
ど
も
た
ち
。

こ
の
日
、
子
ど
も
た
ち
に
馬
車
に
乗
る
と

い
う
体
験
を
味
わ
わ
せ
て
あ
げ
た
い
と
、

ホ
ー
ス
セ
ラ
ピ
ー
の
第
一
人
者
、
寄
田
勝

彦
さ
ん
も
協
力
し
て
く
れ
た
の
で
す
。
オ

ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
馬
は
美
し
く
、
子
ど
も

た
ち
に
限
ら
ず
、
大
人
た
ち
も
目
が
キ
ラ

キ
ラ
と
輝
い
て
い
ま
し
た
。
校
庭
に
は
、

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
ぶ
ど
う
ジ
ュ
ー
ス
や
有

機
野
菜
。
雑
穀
ス
イ
ー
ツ
や
コ
ロ
ッ
ケ
の

店
な
ど
6
、
7
軒
が
出
店
。
焼
き
芋
屋
や

地
ビ
ー
ル
屋
も
有
機
で
す
が
、
さ
す
が
に

た
こ
焼
き
屋
は
輸
入
小
麦
か
と
思
え
ば
、

な
ん
と
大
阪
出
身
の
ご
主
人
が
、
自
分
で

育
て
た
有
機
小
麦
を
使
っ
て
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
舞
台
で
は
、
町
に
移
住
し
、
地

域
活
動
に
携
わ
る
人
た
ち
が
次
々
と
紹
介

さ
れ
、
間
に
地
元
の
バ
ン
ド
の
演
奏
や
舞

踏
家
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
入
り
ま
す
。

私
た
ち
の
対
談
の
間
も
、
背
後
の
ジ
ャ
ン

グ
ル
ジ
ム
や
ブ
ラ
ン
コ
で
は
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
ま
す
。
話
を

聴
け
と
強
要
も
せ
ず
、
奥
で
は
大
人
た
ち

も
食
べ
た
り
、
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。

隣
人
祭
り
の
企
画
者
た
ち
も
、
友
子
さ
ん

以
外
は
移
住
者
ば
か
り
で
し
た
。
中
で
も

「
小
川
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
フ
ェ
ス
」
の
企
画

者
の
一
人
、
一
般
社
団
法
人
「
ザ
・
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
」
代
表
の
小
原
壮
太
郎
さ
ん
、

環
境
運
動
家
の
ハ
ッ
タ
ケ
ン
タ
ロ
ー
さ
ん

は
、
東
日
本
大
震
災
を
機
に
小
川
町
に
移

住
し
て
き
た
人
た
ち
で
し
た
。
本
業
は
デ

ザ
イ
ナ
ー
の
ハ
ッ
タ
さ
ん
が
描
い
た
ポ 

ス
タ
ー
も
印
象
的
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
通

り
に
あ
つ
ら
え
ら
れ
た
小
川
町
の
和
紙
で

折
っ
た
ト
リ
コ
ロ
ー
ル
の
三
角
旗
を
あ
し

ら
っ
た
テ
ン
ト
。
前
日
、企
画
者
た
ち
が
、

地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
１
日
が
か

り
で
設
置
し
た
そ
う
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
家
に
こ
も
り
、
う
つ
病
を

患
う
人
も
増
え
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
ん

な
今
、
無
理
せ
ず
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス

タ
ン
ス
も
取
れ
る
、
そ
し
て
あ
ら
た
め
て

地
元
を
好
き
に
な
れ
る
、
小
さ
な
、
小
さ

な
食
を
囲
ん
だ
隣
人
祭
り
は
、
な
ん
と
も

温
か
い
試
み
で
し
た
。

　

こ
の
日
、
対
談
の
終
わ
り
に
金
子
美
登

さ
ん
は
、
自
宅
の
蔵
を
片
付
け
、
住
民
の

誰
も
が
自
由
に
種
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
種
の
図
書
館
」
を
設
立
す
る
こ
と
を
決

意
。
そ
し
て
「
小
川
町
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
」
で
働
く
八
田
さ
と
子
さ
ん
に
よ

れ
ば
、
今
年
に
な
っ
て
小
川
町
で
は
、
店

舗
紹
介
や
2
拠
点
生
活
も
含
め
て
27
人
が

移
住
。
移
住
希
望
登
録
者
は
67
人
で
前
年

比
1
・
5
倍
だ
そ
う
で
す
。

食べたり、飲んだり、話や音楽を聴いたり、
自由な隣人祭り

司会の金子友子さんとハッタケン
タローさん

馬車に乗る親子

地
方
再
生
の
ヒ
ン
ト（
59
）　
地
域
の
親
睦
深
め
る
隣
人
祭
り
の
勧
め

地
域
を
豊
か
に

島村 菜津（しまむら なつ） ノンフィクション作家。1963年生まれ。東京芸術大学美術学部イタリア美術史卒。イタリアでの留学経験をもとに『スローフードな人生！』（新潮社）を上梓、日本にスローフードの考
えを紹介する。『スローな未来へ』（小学館）『そろそろスローフード』（大月書店）『スローシティー』（光文社）など著書多数。新刊に共著の『ジョージアのクヴェヴリワインと食文化』（誠文堂新光社）。

ノ
ン
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ィ
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作
家
●
島
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菜
津
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北海道釧路総合振興局管内の皆様へ

新型コロナウイルス感染拡大防止に向けた緊急メッセージ

本道においては、感染しやすいとされる変異株の影響により、新規
感染者数が過去最高を更新し、５月14日に緊急事態措置の対象となる
中、医療提供体制への負荷が増加したため、「北海道医療非常事態宣言」
（別紙）が発出されるなど、北海道全体が医療の非常事態とも言える
状況となっています。

ご自身はもとより、知人や友人、大切な家族の方の命とくらしを守
るためにも、お一人お一人が、これまでの取組を今一度、見つめ直し、
基本的な感染防止行動を徹底いただくとともに、人と人との接触機会
を徹底的に減らすよう、改めてお願いします。

◯不要不急の外出や移動を控える。特に20時以降の外出
を控える。加えて、特に週末の外出を控える

○不要不急の都道府県間の移動、特に緊急事態措置区域
との往来は厳に控える

○感染防止対策が徹底されていない飲食店等や営業時間
短縮（20時まで）に応じていない飲食店等の利用を控える

○飲食に伴う感染リスクを回避する行動の徹底
（４人まで、短時間、深酒せず、大声出さず、会話はマスク）

○路上・公園等における集団での飲酒など、感染リスク
が高い行動を控える

令和３年（2021年）５月17日

釧路総合振興局長、釧路市長、釧路町長、厚岸町長、浜中町長、
標茶町長、弟子屈町長、鶴居村長、白糠町長

【問い合わせ先】

北海道釧路総合振興局地域創生部地域政策課 TEL：0154－43－9146

振興局HPに、新型コロナウイルス関連情報を掲載していますので、ご覧ください。

（URL）http://www.kushiro.pref.hokkaido.lg.jp/index.htm

9



  

北海道医療非常事態宣言 

 道内では、変異株の影響もあり、新型コロナウイルス感染症の

新規感染者数が５月 13日には過去最多の 712人となるなど、全

道各地において感染が急速に拡大しています。 

 このままでは、地域の基幹病院等において、その機能を維持す

ることが厳しい状況となり、特に、医療資源の乏しい地域では、

入院の予定を延期せざるを得なくなるほか、怪我の治療や救命

救急など、今まで当たり前に受けていた医療も受けられなくな

りつつあります。 

 まさに、北海道の医療が危機的な状況にあります。 

 医療体制の崩壊を防ぎ、道民の皆様の命を守るため、全道に医

療非常事態を宣言します。 

 道民の皆様におかれては、医療を守り、そして、あなたの大切

な人やあなた自身を守るために、次のことを遵守してください。 

 

 これまでお願いしてきたマスクの着用や手洗い、手指消毒、人と

の距離の確保はもちろん、今は、特に、次のことを実行してくださ

い。 

できる限り、外出はしない 

特に、週末は外出しない 

外出しても、午後８時まで 
 

 

 令和３年（2021年）５月 15日 

北 海 道 知 事 鈴木  直道 

北海道市長会会長 山口 幸太郎 

北海道町村会会長 棚野  孝夫 

北海道医師会会長 長 瀬  清 

別　紙
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雪が融け、空気が乾燥する３月～６月は、林野火災の危険期間です。

北 海 道
原画 標津町立川北小学校５年

大 垣 結 愛 さん

標語 稚内市立稚内南小学校５年

金 子 凜 桜 さん

※ 原画及び標語は、令和２年度林野火災予防作品コンクールの最優秀作品です。
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JAグループ北海道

ＪＡグループ北海道は、北海道コンサドーレ札幌の食農パートナーです

北海道コンサドーレ札幌とＪＡグループ北海道が取り組む
食育・社会貢献活動を道内外に広く認知頂き発展を目指すことを目的として

活動のシンボルマークを募集します。

令和3年4月1日（木）～ 6月25日（金）
応募期間

プロ・アマ・年齢を問わず、どなたでも何点でも応募できます。

応募資格

○お問い合わせ先
北海道農業協同組合中央会 総合管理室 共通広報
電話：011－232－6450
E-mail：kouhou@chuo.ja-hokkaido.gr.jp

最優秀賞 1点
シンボルマークとして採用
農畜産物セット 5万円分
北海道コンサドーレ札幌

ホームゲーム来賓席チケット・グッズ

表 彰 優秀賞 2点
農畜産物セット 3万円分
北海道コンサドーレ札幌
ホームゲーム来賓席チケット

※詳細はＪＡグループ北海道ポータルサイト
をご確認ください。
https://ja-dosanko.jp/

北海道コンサドーレ札幌
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ＪＡ北海道厚生連

　このたび本会では、本会の各事業
所へお寄せいただいた沢山の応援の
お声、励ましのお声への感謝をこめ
て、令和３年４月１日の日本農業新
聞の紙面へ広告掲載をいたしました。
　新型コロナウイルス感染症のワク
チン接種も開始されておりますが、皆
様の応援を力に変えて、まだまだ終
わりの見えない戦い
に職員一丸となって
邁進してまいります。

カラー広告紙面を掲げる中瀨代表理事会長本会公式Twitter

※Jミルクホームページより転載

やわらかなキャベツとミルクが好相性
春キャベツとツナのクリームパスタ

　

【作り方】
1.　鍋に湯約２ℓをわかして塩大さじ１・１/２を入
れ、スパゲティをゆで始める。キャベツはざく切
りにする。

2.　Ａをボウルに入れて混ぜ、牛乳を少しずつ加えて
溶きのばす。

3.　スパゲティがゆで上がる２分30秒前にキャベツを
入れて一緒にゆでる。ゆで汁を少し取りおき、ざ
るにあげる。

4.　２とツナ、３を鍋に戻し入れて混ぜる。ゆで汁を
加えながら混ぜ、塩で味をととのえる。器に盛っ
て細ねぎを散らし、好みでこしょうをふる。

今月のミルク
レシピ

材　料（４人分）

スパゲティ	 350g	 ツナ（缶詰）	大1個（160g）
キャベツ	 5枚

＜A＞
薄力粉	 大さじ2	 顆粒スープの素（洋風）
粉チーズ	 大さじ4	 	 小さじ2/3
マスタード	 大さじ2

牛乳	 400ml	 塩　こしょう
細ねぎ（小口切り）	 少量
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今回の答えは６月号に掲載するよっ！！

右のイラストには左のイラストと違う部分が５ヶ所あります。
間違っている部分を左下の枠内の数字で探しましょう。

まちがいさがしにチャレンジ!!
～ちょっと一息～ あたまの体操のコ～ナ～

2 7 8 9 11４月号の答え

キ
リ
ト
リ

まちがいさがし ５月の答え

・つぶやきコーナー

・サワちゃん さん　・Y さん　・O.D さんおめでとうございます!! ４月号の当選者

・まだ朝晩寒く日中はあたたかく服を着るのになやみます！

� （サワちゃん）

・�クロッカスが咲いてチューリップの葉が出てきました。

楽しみです。� （ココ＆くろさん）

・�あちらこちらでイベントがありますがコロナコロナ、早

くワクチンの注射を打つ事でひとまずだね� （Ｍさん）

・�ヤッター当たりました。手造り笹だんごを買って食べま

した。ごちそう様でした。� （さとちゃん）

・�やっとあったかくなってうれしいです！花もさいたので

春のかんじがつたわります。� （そうちゃん）

・�まちがいさがしの絵のようにお花見ができるフツーの日々

が早くくることを祈ってます!!� （くさどろさん）

・キター山菜の時期がコゴミフキ取るぞー！� （Ｔさん）

2 桜の花の量が違う　7 手のひらの上の花びらが葉になっている 
8 おにぎりがかじられている　9 トマトがブロッコリーに変わっている　11 ストローの向きが違う

住所

氏名

ペンネーム
※氏名とペンネームは必ず記入願います。

電話番号
ご意見や季節のつぶやきなどの一言をお寄せください。

応募者の個人情報は厳正に管理し本応募以外の目的には使用しません。

・正解者３名の方にすてきなプレゼントをさしあげます。
　�なお、正解者多数の場合は抽選とさせていただき
ます。
《応募方法》左下の部分を鶴居事務所 管理課まで
FAX（0154-64-2315）をいただくか、切り取って
いただき各事務所へ提出してください。
《締め切り》2021年6月14日まで
　当選者の発表は6月号にて発表します。
　プレゼントのお渡しは郵送にて発送いたします。
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ＪＡくしろ丹頂ホームページ

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□ 新型コロナウイルス感染症による感染拡大の勢いが止まりません。北海道でも５月
に入りゴールデンウイーク明けから感染者数や重症者数、死亡者数が毎日のように
過去最多を更新するといった報道が続いております。北海道では、５月₁₆日に昨年
４月以来２回目となる緊急事態宣言が発令されました。５月₁₄日現在、専門家の情
報では、現在のコロナウイルスは、２回のワクチン接種により約₉₀％程度の効果が
期待されるとの研究結果がニュースで報告されておりました。新型コロナウイルス
の変異も確認され状況は変わりつつありますが、今後も基本的な感染防止行動を継
続して実施して参りましょう!!（久保田）

■令和２年度 　生乳生産実績（３月）
月計乳量（kg） １月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

ＪＡくしろ丹頂 8,939,625.2 102.1 102,790,340.9 100.9
鶴 居 地 区 3,329,836.8 99.8 39,205,202.4 101.3
幌 呂 地 区 2,578,932.7 110.5 28,436,400.5 105.8
白 糠 地 区 1,599,314.5 95.6 18,489,908.3 92.9
音 別 地 区 1,431,541.2 101.1 16,658,829.7 101.8

管 内 計 46,153,216.1 100.7 536,304,630.3 100.6
（前年度管内計） 45,847,586.8 533,119,098.8

理　事　会　報　告
3月定例理事会　令和３年３月30日（火）

4月定例理事会　令和３年４月28日（水）

4月臨時理事会　令和３年４月19日（月）

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．２月末（決算）財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．自己査定結果について
６．経営定期点検の実施結果について
７．令和２年度事業報告及び決算概要について
８．令和２年度内部監査の業務活動報告について
９．�内部統制(ｺﾝプﾗｲｱﾝｽ･プﾛグﾗﾑ含む)及

びリスク管理に係る取組状況について
１０．役員報酬審議会の結果について

�付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　目的積立金の目的取崩について
議案第３号　�令和３年度（第１６年度）事業計画の設定に

ついて
議案第４号　�令和３年度諸利率・料率の設定について
議案第５号　貸付金の利率の最高限度について
議案第６号　諸規程等の一部変更について

議案第７号　�第１５回通常総会の招集および提出議案につ
いて

議案第８号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第９号　�信用の供与等の最高限度額設定について
議案第１０号　理事に対する資金の貸付について
議案第１１号　�役員と組合との取引基準の決定について
議案第１２号　令和３年度の余裕金運用について
議案第１３号　�令和３年度コンプライアンス・プログラム

の設定について
議案第１４号　固定資産の取得について
議案第１５号　�令和元年度畜産・酪農収益力強化整備等特

別対策事業（機械導入事業）の承認について
議案第１６号　�令和３年度経営定期点検実施計画書の策定

について
議案第１７号　�一般社団法人　釧路市音別町農業振興公社

の役員推薦について

その他協議事項　�
１．春季地区懇談会の開催について
２．幌呂育成牧場建設に係る取り進めについて
３．当面の業務日程について

報告事項　�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．３月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．理事に対する資金の貸付報告について
６．子会社の決算状況および監事の監査報告について

�付議事項　�
議案第１号　融資の承認について
議案第２号　不良債権の処理方針について
議案第３号　�FinTech企業等との連携及び協働に係る方

針の改正について
議案第４号　子会社の令和３年度事業計画の策定について
議案第５号　�令和元年度畜産・酪農収益力強化整備等特

別対策事業（機械導入事業）の承認について
議案第６号　�令和２年度畜産・酪農収益力強化整備等特別

対策事業（機械導入事業）の承認について
議案第７号　固定資産の取得について

その他協議事項　�
１．第１５回通常総会の議事運営について
２．当面の業務日程について

報告事項　�
１．㈱ジェイエーコムズにかかる監事監査報告について

�付議事項　�
議案第１号　みのり監査法人の監査結果について
議案第２号　�令和２年度（決算）にかかる監事監査の結

果について
議案第３号　�令和２年度（第１５年度）貸借対照表、損益計

算書および注記表並びにみのり監査法人の
監査および監事の監査報告の承認について

議案第４号　�令和２年度（第１５年度）事業報告、剰余金
処分案の承認について


